
経 緯

「i-Construction」の実現による新たな時代の幕開けに向け、
建設生産・管理システムのあり方を示す

提言の目的

社会基盤情報標準化委員会特別委員会 提言概要版

～｢新現場力｣による創造的な現場環境の創出～建設生産・管理システムのあり方に関する提言

ICTの活用により、現場力の補完、回復、飛躍的な向上につながり、創造的な現場

環境が創出され建設現場のあり方が大きく変化する「新現場力」 の構築を提唱

１．BIM/CIMの活用と情報共有の環境整備の推進

２．Digital Twinの活用と社会基盤プラットフォームの構築

３．最新のICTを建設分野へ活用した「現場まるごとi-Con化」の推進

新現場力による生産性向上に向け、以下の観点から検討

・平成27年、社会基盤情報標準化委員会に「公共事業における3次元データのあり方検討」

を行うための特別委員会を設置（委員長：皆川勝東京都市大学副学長）

・特別委員会では、BIM/CIMを対象に、全体像とロードマップの整理、モデル詳細度、

情報共有のあり方等について検討

・さらに、担い手不足等による現場力の低下を背景に、ICTの先端技術の積極的な導入等、

i-Constructionの推進による現場力の回復・向上、建設生産性革命の実現に向けて検討

提言の骨子

生産性向上のイノベーション､働き方改革への対応､現場技術者の育成等を図る上で､

新現場力を広く普及することが重要
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〇BIM/CIMの導入による全体像・将来像の明確化

BIM/CIM導入により目指す全体像・ロードマップと、それに伴う建設生産・管理

システムの全体像・将来像を提示

〇BIM/CIM導入の推進方策に関する提言

BIM/CIMの活用における情報共有の効果の明確化、利活用の環境整備のための

方策を提示

１. BIM/CIMの活用と情報共有の環境整備の推進に向けて

・ BIM/CIMの活用場面・効果の明確化

－実施主体と建設段階のマトリックス図上で活用場面と情報共有の効果を具体的に提示

－さらに段階的拡充・フロントローディング、コンカレントエンジニアリング、

PDCAサイクルの位置づけを提示（次頁）

・ 利活用の環境整備

－スキル（人）、ルール（方法）、プラット

フォーム（場所）の３要素のバランスのとれた

環境整備の必要性を提示（右図）

社会基盤情報標準化委員会特別委員会 提言概要版

～｢新現場力｣による創造的な現場環境の創出～建設生産・管理システムのあり方に関する提言

2



BIM/CIMの作成・活用の流れ【時間軸】 計測技術
分析技術

測量・調査時 設計時 施工時 維持管理時 3D
3Dの既存成果
への活用

実
施
主
体

測
量
・
調
査

受
注
者

• 各種シミュレーションによる品
質の向上

• 地下埋設物などの正確な位置情
報の把握の共有 • データ追加による地盤の詳細化

及び地盤条件変更
• データ追加による地盤の詳細化及
び地盤条件変更

・データ追加による地盤
の詳細化

・地盤の変化把握
平常時モニタリング
災害時被害確認

• UAV・LS等に
よる計測（点
群データから
モデル作成）

• 地物の詳細把
握

• クラウド化

発
注
者

• 一連の建設生産・管理システム
で３次元データ（3次元測量成
果）を利活用

設
計

受
注
者

• フロントローディングによる設
計品質の向上

• 各種シミュレーションによる設
計品質向上

• 設計照査の効率化（干渉チェッ
クによる手戻りの防止など）

• 設計変更
• 数量算出、積算の効率化（設計変
更）

• 設計時に気付かなかった創意工夫
を反映

• 修繕に伴う設計変更
• 修繕に伴う数量算出、積
算の効率化

• 設計時に気付かなかった
創意工夫を反映

• 縦断、座標、
線形等の詳細
把握

• クラウド化
• 自動積算
• VR・AR

発
注
者

• 事業費の自動算出による積算の
効率化

• ライフサイクルコストを考慮し
た設計評価

• 広域地形、地質の３次元化
• 可視化による受発注者間等の合
意形成の迅速化

施
工

受
注
者

• フロントローディングによる施
工品質の向上

• 工期の自動算出による工期設定、
施工時期の平準化

• 施工着手時の作業軽減
可視化による安全管理

• 出来高管理の効率化（３次元計測
と連携） • 修繕工事の安全管理

• 修繕工事の出来高管理の
効率化

• 修繕工事の自動算出によ
るコスト管理、工程管理

• UAV・LS等に
よる計測・出
来高管理

• IoT

• 施工記録
• 安全管理

• クラウド化
• VR・AR
• AI

発
注
者

• 工事費の自動算出によるコスト管
理

• 工期の自動算出による工程管理
• 出来高管理・部分払いへの活用
• 事業・計画のマネジメントモデル
の作成

維
持
管
理

受
注
者

• フロントローディングによる維
持管理品質の向上

• 維持管理マネジメント計画（概
略）の立案

• 施工モデルから維持管理モデルの
作成

• フロントローディングによる維持
管理品質の向上

• 維持管理マネジメント計画（詳
細）の立案

• 点検作業の効率化
• ３次元データと連係した
維持管理業務に係る技術
開発への活用

• UAV・LS等を
活用した維持
管理技術（ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ技術

• ロボット技術
• IoT

• 点検記録
• 補修・補強記
録

• クラウド化
• VR・AR
• AI

発
注
者

• 維持管理マネジメント計
画の実施及び改善

• 点検作業の効率化
• 管理対象の分析評価
• 非常時における「情報収
集」などの効率化

「現行プロセスの効率化・高度化」に関す
る場面

「BIM/CIM等の活用を前提とした事業の
進め方の効率化・高度化」に関する場面

【段階的拡充】時間（段階）とともにデータ、知見等の拡充による高度化

【フロントローディング】プロセスの先取りによる効率化・高度化 【PDCAサイクル】前のプロセスに遡って修正、改善・PDCAサイクルによる効率化・高度化

【コンカレントエンジニアリング】作業の同時平行による工期の短縮やコストの縮減

BIM/CIMの活用場面・効果に関する実施主体と建設段階のマトリックス図

前のプロセスに遡って
修正・改善する

PDCAサイクルを確立

プロセスを先取りした
フロントローディング

を実施

作業の同時並行を行う
コンカレントエンジ
ニアリングを実施

時間とともに
測量・調査等の

知見が段階的に拡充
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〇建設生産・管理システムにおけるDigital Twin（デジタルツイン）の活用

• サイバー空間内の3次元仮想実体と、実空間内の実物とを双子の状態として
捉えて活用する「Digital Twin」の考え方が重要（左下図）

• 災害時や異常時においても、収集したリアルタイム情報をサイバー空間に送り、
実物と合わせ分析・見える化することで、対応の高度化に寄与

〇他分野との連携による社会基盤プラットフォームの構築
• 公的機関や様々な事業者等が連携し、まちまるごとをDigital Twinによる

バーチャルシティとして再現し、シミュレーション等を通じて課題解決を図る

ことが重要。（右下図）

２．Digital Twinの活用と社会基盤プラットフォームの構築に向けて

社会資本PF

G空間PF

・・・PF
Digital
Twin
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３. 「現場まるごとi-Con化」の推進に向けて

〇 ICTの実用化に至るプロセスの提案
・新技術の情報を技術分類と建設プロセスの軸のマトリックス上にマッピングし
た結果等から、ニーズとシーズのマッチングを行うことが効果的（左下図）

〇 ICTの導入効果の見える化
・ICT導入による「カイゼン」を客観的に評価することにより、現場でのICT導入の
効果を見える化し、インセンティブを高めることが重要（右下図）

技術分類と建設プロ
セスの軸のマトリッ
クス上に適用可能な
新技術を示す。

→ニーズとシーズの
マッチングが容易に

導入効果の
評価軸の設定例

〇の総数により
ｶｲｾﾞﾝの度合いを
見える化した例

該当する効果に
〇を付す
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〇 マネジメントの観点からの生産性向上
・BIM/CIMの活用のみならず、建設プロセス全般において最新のICTを積極的に
導入し、課題の解決・改善を図ることが必要
⇒「現場まるごとi-Con化」により生産性向上を目指すことが重要



４．建設生産・管理システムのあり方に関する提言（要旨）

「新現場力」の提唱
• 現場における人、技術、システムが有する能力が技術革新により向上し、新たに

構築された課題解決能力を「新現場力」として提唱

• 新現場力は、ICTの活用により、現場力の補完、回復、飛躍的な向上につながり、

創造的な現場環境を創出し、建設現場のあり方を大きく変えるもの

新現場力は生産性向上のイノベーション、働き方改革に寄与
• BIM/CIM、現場まるごとi-Con化を推進等を通じた、新現場力による現場作業の

あり方のパラダイムシフトにより、生産性向上のイノベーションを実現

• 新現場力は、その有用性を受発注者が理解し、互いに利用・連携することで

真の効果を発揮

• 新現場力により、作業を軽減し、現場技術者が本質の問題に取り組めて技術を

磨ける環境を整え、働き方改革にも貢献

新現場力は人材の育成に貢献
• これまで未解決の課題を含め課題の解決を可能にすることから、新たな現場経験

を通じて現場技術者の技術力の向上が図られ、人材の育成に貢献
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